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１円の円高で トヨタ自動車は３００億円の損害
え ん だ か お く え ん そ ん が い

2010(平成22)年8月に、日本経済新聞で報道された日本の大企業の「１円の円高に
に ほんけいざいしんぶん ほうどう だい き ぎょう えんだか

よる年間の営業利益の減少額」をまとめると、右表
ねんかん えいぎょう り えき げんしょうがく う ひょう

の通りです。
とお

円高が日本の輸出に与える影響が多いと言われても
ゆ しゅつ あた えいきょう

ピンときません。日頃、私たちが輸出と直接に関わっ
ひ ごろ ちょくせつ かか

ているわけでもないし、個人的なお金だと、運命を変え
こ じんてき かね うんめい か

るほどの差額だと感じないからです。
さ がく かん

ところが、大規模な輸出をしている大企業の事情を
だい き ぼ だい き ぎょう じ じょう

知ると大変なことだとわかります。右表を見ると、一つ
たいへん

の小さな会社を建てることができるほどの損失が出ていることが分かります。それも、
た そんしつ わ

「たった１円」の円高です。

どうして、「たった１円」の円高でこんな大きな影響が出るのでしょうか。ＧＬＴ

で考えてみましょう。

グループで、教科書の問題を解いてから、大企業の円高による損害が大きい原因を
と そんがい げんいん

考えましょう。

１ 第１のヒントは、教科書p.157の「公民にチャレンジ」の「円高・円安の影響
えんだか えんやす

について考えよう」にあります。

２ 第２のヒントは、損害を

受けた企業の順番から考
き ぎょう じゅんばん

えると分かりやすいと思い

ます。

※ 教科書『新たらしい社会 公民』

(東京書籍2016)p.157。

１円の円高による年間の損害

(2010年)

トヨタ：３００億円

ホンダ：１７０億円

日産：１５０億円

キャノン：４７億円

マツダ：３０億円

コマツ：３０億円

ソニー：２０億円


